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第３８回熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 
【８／２ 知事訓示】 

 
【県内の感染状況】 
○ 現在の本県の感染状況ですが、先週、毎日３千人から４千人前後の
新規感染者が確認されました。 

 
○ 直近１週間では、２万５千人ほどの新規感染者が発生しており、県
内全域で感染が拡がっています。 

 
【県内の病床使用率推移】 
○ 病床使用率も上昇しており、昨日時点で６６％となり、非常に大き
な負荷がかかっています。 

 
○ 重症病床使用率についても、昨日時点で１４．７％となりました。
高齢者の入院が増えており、今後更に上昇することが懸念されます。 

 
【県内における感染拡大の影響】 
○ 感染拡大により、県内の社会経済活動にも影響が出てきています。 
 
○ コロナ患者の受入医療機関では、院内クラスターの発生などによ
り、医療従事者の約１割が欠勤する病院もあります。 

 
〇 発熱外来にも、多くの受診希望者が訪れ、一部の病院では、行列や
車の渋滞が発生し、中には受診できない方もいらっしゃると聞いてい
ます。 

 
〇 さらに、交通機関では、３つのバス事業者で減便、また、県内の１
４の郵便局が業務を休止するなど、医療現場だけでなく、社会インフ
ラにも影響が出てきています。 

 
【現在の状況を踏まえた今後の対応】 
〇 現時点では、強い行動制限は行わずに、社会経済活動を継続してい
く方針です。 

 
○ しかし、今後も一定数の感染者が発生すると見込まれ、必要な方が
医療を受けられなくなったり、更には社会経済活動自体を維持できな
くなることも考えられます。 
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○ このため、病床使用率が５０％を超えるなど医療の負荷が増大して
いることを踏まえ、先週末に国が創設した制度を活用し、県内全域を
対象に、「熊本ＢＡ．５対策強化宣言」を発令します。 

 
○ この宣言のもと、高齢者など重症化リスクの高い方が、必要な時に
必要な医療を受けられる医療提供体制を守り、社会経済活動を継続で
きるよう、県・県民・事業者が一丸となって対策に取り組んでいくこ
ととします。 

 
【県民・事業者の皆様へのお願い①】 
○ まず、県民・事業者の皆様へのお願いです。 
 
○ 現在、感染が急激に拡大し、誰がいつどこで感染してもおかしくな
い状況です。どこか特定の感染経路を押さえれば感染が収まるという
段階ではありません。 

 
○ このため、御自身及び周りの大切な方を守るためには、皆様お一人
お一人が、できる限りの感染対策を実践し、普段の生活から感染防止
に努めていただく必要があります。 

 
○ フリップを御覧ください。 
 
○ 「日常」、「楽しい時間」、「高齢者等」、「子ども」、そして「従業員
やお客様」と、皆様の「大切な５つを守る」ための感染対策をまとめ
ています。 

 
○ いずれも感染が拡大した際に、特にお願いをしてきた事柄です。具
体的には、県民の方であれば、適切な換気やマスク着用、普段会わな
い人との接触の注意、買い物や会食、カラオケ、旅行などにおける個
人の感染対策を行ってください。 

 
○ 事業者の方であれば、飲食店における換気等の徹底や商業施設にお
ける混雑回避、イベントにおける密にならない工夫などといった感染
対策をお願いします。 

 
○ 県民や事業者の皆様におかれましては、普段の生活の中で、この
「大切な５つを守る」感染対策を、是非１つでも多く心掛けていただ
くようお願いいたします。 
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○ 特に、高齢者や基礎疾患を有する方、出産間近の妊婦さんにおかれ
ましては、なるべく外出や人との接触を控えるなど、御自身を守るた
めにできる行動を実践いただくようお願いいたします。 

 
○ なお、不特定多数の方が集まるイベントについては、延期できるも
のは延期することも検討いただきたいと思います。県有施設について
は、コロナの感染拡大を考慮して、予約をキャンセルした場合は、引
き続き利用料を全額お返しいたします。 

 
○ 旅行についても、普段会わない人との旅行はなるべく延期していた
だきたいので、いわゆる「県民割」の新規予約は、明日８月３日以
降、普段から一緒にいる人との旅行に限定させていただきます。 

 
【県民・事業者の皆様へのお願い②】 
○ これからお盆を迎え、帰省シーズンとなります。 
 
○ 帰省前、又は帰省先から戻られる前には、検査を受けていただきま
すようお願いいたします。 

 
○ 特に、若い方をはじめ、ワクチン接種が完了されていない方におか
れましては、接種とともに、積極的に検査を受けていただきますよう
お願いいたします。 

 
○ なお、８月５日から１８日までは、ＪＲ熊本駅の臨時の検査拠点で
無料検査を実施いたします。 

 
○ 特に、帰省や旅行等で高齢者などと会う予定がある方は、出発され
る前に御利用ください。 

 
【県民・事業者の皆様へのお願い③】 
○ また、学校が夏休みに入ったことなどを踏まえ、特に、御家庭や学
校行事・部活動などにおいての感染対策の徹底をお願いいたします。 

 
○ 事業者の皆様も、在宅勤務や時差出勤等への取組みに可能な限り協
力をお願いいたします。 

 
○ 認証店、旅行関係事業者や旅行者の皆様におかれましても、特に感
染対策の徹底をお願いいたします。 
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【保健・医療提供体制を守る対策①、②、③】 
○ 県においては、保健・医療提供体制を守るための対策を更に強化い
たします。 

 
○ ７月２２日に、熊本県、熊本市、県医師会、県・市合同専門家会議
の四者連名で、病床の確保や発熱外来への協力を医療機関の皆様へ依
頼しました。 

 
○ その後、病床の更なる確保については、５つの医療機関から合わせ
て２０床の増床の申し出があり、最大確保病床は、８月５日に８７５
床になる見込みです。 

 
○ 御協力に感謝申し上げますとともに、引き続き、病床確保や発熱外
来への御協力をお願いいたします。 

 
○ また、現在の発熱外来のひっ迫状況を踏まえ、８月１０日頃から、
症状がある方に抗原検査キットを順次配布し、自宅で電話・オンライ
ン診療をできる体制を整えます。 

 
○ 詳細については、後日、健康福祉部から発表いたします。 
 
○ さらに、８月中旬からは、自宅療養者の方が安心して療養できるよ
う、必要に応じて医師などが対応する夜間の電話相談窓口を新たに設
置します。そのための予算を本日、専決処分しました。 

 
【保健・医療提供体制を守る対策④】 
○ 医療現場の厳しい状況を踏まえ、このように県として体制を強化し
ています。 

 
○ 県民の皆様におかれましても、平日の昼間に受診するなど、医療機
関の適正な受診と、万一の感染に備えて、市販の解熱剤や食料品の事
前準備をしていただくようお願いいたします。 

 
○ なお、様々な解熱剤が流通しておりますので、買い占めを行わない
など、冷静な対応も併せてお願いいたします。 

 
○ また、夜間に救急外来の受診等に迷う場合もあるかと思います。そ
の際は、電話相談窓口に相談いただくようお願いいたします。 
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○ さらに、陽性者の療養期間や濃厚接触者の待機期間が解除になった
後に、職場復帰に当たり、検査による陰性証明の提出は必要ありませ
ん。事業者の皆様が、従事者の方に対し、念のための検査を促すこと
で、医療や検査体制をひっ迫させることにつながります。 

 
【保健・医療提供体制を守る対策⑤】 
○ 保健所については、現在の感染者の急増に対応するため、業務の重
点化や人員体制の強化などを行っています。 

 
○ しかしながら、日々４千人前後の新規感染者が発生する中、業務の
ひっ迫に加え、急増する問合せなどで、保健所への電話はつながりに
くい状況です。 

 
○ 保健所が重症化リスクの高い方への連絡など必要な業務に対応でき
るよう、県民の皆様に、３点お願いです。 

・まず、電子申請サービスによる積極的疫学調査に御協力ください。 
・次に、必要な情報は、まず県のホームページで御確認ください。 
・さらに、濃厚接触者の特定に関するお問合せはお控えください。 
 
○ 県としても、必要な情報を分かりやすく発信していくよう取り組ん
で参りますので、保健所の状況を御理解いただき、御協力をお願いい
たします。 

 
【保健・医療提供体制を守る対策⑥】 
○ 重症化リスクの高い高齢者が集団生活を送る高齢者施設等において
は、高齢者を守る対策を実施しております。 

 
○ 集中的検査を８月から週２回に拡大するなど更に感染対策を徹底す
るとともに、感染が発生した場合も、医療支援チームの派遣により施
設内での療養を支援しています。 

 
○ 加えて、新たに、看護師・介護職員からなる業務継続支援チームを
迅速に派遣する体制を整備し、更なる支援体制の強化を図って参りま
す。 

 
【県民・事業者の皆様へのお願い】 
○ これ以上の感染拡大を防いで、医療提供体制を守り、なんとか強い
行動制限を行わずに社会経済活動を維持していきたいと考えていま
す。 
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○ 本日必要な予算を専決処分しました。県としては、引き続き、保
健・医療提供体制の更なる強化など、必要な対策を講じていきたいと
考えています。 

 
○ 県民や事業者の皆様におかれましても、この感染拡大を止めるため
に、自分たちに何ができるか、改めて考えていただき、できる限りの
感染対策を実践いただきますようお願いいたします。 

 
（以上） 


